
早いもので今年ももう終わりです。12月に入っても暖かい日が多くて、調子が狂ってしまいますね。
会員の皆様、いかがお過ごしですか？体調を崩さずに過ごされていますか？
今年を振り返ると、久しぶりに対面研修も行い、活気を取り戻してきたように感じます。
来年も、対面・ZOOMを上手に使いこなして研修をしていきたいと思います。

◆研修報告研修報告

令和5年7月19日（施設における虐待の要因とそのアプローチ）、8月18日（適切なケアマネジメント手法の基
本的な理解）、10月18日（私たちの実践から把握した
三島市の地域課題について）と続き、
１１月29日には、東京都立大学名誉教授、安心づくり安全探しアプローチ研究会
（AAA)の副田先生を三島市にお迎えして多機関協働ケース
カンファレンスを実際の困難事例をモデルに行いました。
自然な形で他者の話を聴き、自分の意見を言うことが
可能に。「話すこと」と「聴くこと」が分けられ、話合いの
＜余地＞が広がります。多機関ケースカンファレンスでは、
ストレングスを発見し、肯定的な感情を創り出すということ
を学べましたね！コンプリメントもね！！！
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令和5年度高齢者虐待防止研修

◆居宅介護支援事業所の介護予防支援事業所指定について

4月1日から居宅介護支援事業所が介護予防支援事業所の指定を
受けることが可能になります。
介誰予防支援事業所は地域密着型に分類されるため、
指定•更新は地域密着型サービス運営懇談会に調書を提出して
意見を求める必要があります。

＊居宅事業所での予防の給付管理について、
各事業所のソフトの契約状況の見直しが
必要かもしれませんね。
＊詳細に関しては、今後、三島市から案内メールが
届く予定ですので、そちらで確認しましょう。



《三島市介護支援専門員連絡協議会》

編集後記⁄連絡先

会長　　　　鈴木康明【ハピネスケアセンター】　
副事務局長　相澤麻輝【居宅介護支援事業所ふじしろ】
通信　　　　湯川孝子【居宅介護支援事業所南二日町】
　　　　　　田村尚子【居宅介護支援事業所ちょうどえ～】
事務局　　　☎055-975-2424

◆ おしらせ

知っ得情報　第6回知っ得情報　第6回

1月：「FINAL FANTASY XIV FAN FESTIVAL 　　
　　　2023-2024」が東京ドームで開催
　　ブルーノ・マーズの来日公演
2月：ANAの国際線新ブランド「エアージャパン」　
　　　が成田-バンコク間で就航予定
3月：北陸新幹線が石川県金沢駅から富山県
　　　敦賀駅まで延伸し運行開始開業予定
5月：プーチン大統領の任期が満了
6月：東京ディズニーシーの新テーマポート
　　　「ファンタジースプリングス」が開業予定
7月：トヨタWOVEN CITY第1期の建物が完成予定
　　　新紙幣が発行開始予定
8月：フランス パリで夏季オリンピック・パラリンピ
　　　ックが開催予定
9月：岸田文雄首相の総裁任期が終了
10月：サッカー日本代表戦 FIFAワールドカップ　
　　　2026アジア3次予選が開催予定
11月：アメリカで大統領選挙が実施

来年はどんな年になるのか？！
　　　　　     …アナタ次第です！！

2024年出来事予定

今年は例年より暖かい冬になるそうです。
寒暖差で自律神経も乱れがち、
お肌トラブルも！
内から温めると良いそうですよ！

次回の研修会
令和6年2月20日（火）13：30～15：30
『包括的な支援の事例研究（仮）』を田中千枝子先生
をお迎えしてZOOMと集合の
ハイブリット研修
で予定しています。
お楽しみに！！！

ケアマネジャー人当たりのケアマネジャー人当たりの
　　取り扱い件数の見直し　　取り扱い件数の見直し

ケアマネジャー１人当たりの取扱件数 
基本報酬における取扱件数との整合性を
図る観点から見直される。

（要介護者の数）＋（要支援者の数×1/3）が44以下
例・・要介護者35人要支援者27人35人＋9人＝44人

（※ケアプランデータ連携システムの活用
　　かつ事務員の配置がある場合は49以下）
【包括支援センターの整備の一環として】要支援者
に行う介護予防支援について、包括支援センター
に加えて、居宅介護支援事業所も市町からの指定
を受けて実施できることになる。
その際、指定を受けたケアマネ事業所は、市町村や
地域包括支援センターとも連携を図りながら実施
すること。包括支援センターが行う総合相談支援
業務について、その一部をケアマネ事業所等に
委託することを可能とする。
その際、委託を受けた居宅介護支援事業所は、
市町等が示す方針に従って、業務を実施すること。
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